
※　廃掃法 ＝ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

乾燥炉

ストックヤード

選別機、
冷却機

破砕機
おが粉製造機

丸太端材・チップ・樹皮

製材資材等

一般家庭からの灰は一般廃棄物

ペレット工場

ペレット成形機
ペレタイザー

ペレット貯留サイロ

４-③廃掃法
　　産業廃棄物扱い(燃え殻）
　　収集運搬許可（都道府県知事）
　　廃掃法 第12条第3～5項
　　廃掃法 第14条第1項

肥料加工場

農業・園芸用肥料

林地用肥料

市町村が一般廃棄物処理計画に基づき
収集・処理

４-③肥料取締法
　　　特殊肥料（草木灰）の登録
　　　（都道府県知事許可）

３-② 廃掃法
　　　産業廃棄物処分業許可
　　　廃掃法（都道府県知事）

３-①ばい煙発生届（保健所）
　　　大気汚染防止法
　　　伝熱面積10㎡以上

２-②産業廃棄物（木くず）
の収集運搬許可
廃掃法（都道府県知事）

灰は産業廃棄物

逆有償・無償で引き取ると、産業廃棄物扱い

有価物（適正と思われる価格）
で引き取れば廃棄物扱いとならない

逆有償・無償で引き取ると、一般廃棄物扱い
２-①　一般廃棄物収集運搬許可　廃掃法（市町村長の許可）

有価物（適正と思われる価格）で引き取れば廃棄物扱いとならない

１-⑥ 産業廃棄物処分業許可
　　廃掃法（都道府県知事）

１-⑦ 一般廃棄物処分業許可
　廃掃法（市町村長知事）

一般的には、収集した材料が有価物として取引されていれば、廃掃法に関する斜線項目の
許可・届出は不要であるが、無償・逆有償で収集したときは必要となる。

１-①　破砕機（廃掃法施行令第7条）
都道府県知事許可
　処理能力5t/日以上

１-⑥　産業廃棄物の保管数量は、１日あたりの処理能力
　　　の１４日分を超えない。
　　　産業廃棄物処理責任者及び技術管理者の配置

林地残材

製材端材

１-②　ばい煙発生届（保健所）
　　　大気汚染防止法
　　　伝熱面積10㎡以上

③-１　産業廃棄物収集運搬許可
　　　 産業廃棄物扱い:燃え殻
　　　 廃掃法 （県知事許可）

最終処分場

灰の処理

１-③ 火を使用する設備等の
　　　設置届出等
　　　(所轄消防署）火災予防条例

１-④ 少量危険物等の貯蔵及び取扱いの届出等
　　　消防法（所轄消防署）

１-⑧,⑨　振動規制法及び騒音規制法
　　　　　特定施設届
　　　　　労働安全衛生法（保健所）

３-④ 少量危険物等の貯蔵及び取扱いの届出
　　　(所轄消防署）　消防法 9条3

３-③ ボイラー設置届（伝熱面積10㎡以上）
　　　簡易・小型ボイラーは設置届
　　　労働安全衛生法(所轄労働基準監督署長）

３-② 火を使用する設備等の設置の届出
　　　(所轄労働基準監督署長）
　　　労働安全衛生法

フレコン詰め(300～500kg/袋)

小袋詰め(10～20kg/袋)

ペレット消費機器(業務用）

１-④,⑤ 少量危険物等の貯蔵及び取扱いの届出等
　　　　　消防法（所轄消防署）

木質バイオマス事業関係の法規制(届出)

※含水率が高いため、可燃物と
して取り扱われない場合もある


